
（様式第１２－１号） 

 

事業進捗管理シート（Ｎｏ１） 

 

事業名：高齢者生活支援事業    

 企画書（提案時） 実施（進捗）状況 

１ 事業内容 

①対象（だれに） 

・一人暮らしの高齢者，高齢者世帯 

・高齢者が多い地域の自治会 

②手段（どのように） 

本人や自治会からの依頼を受けて実施 

・訪問による安否確認 

・ゴミ出し等の簡単な家事支援 

・ゴミ集積所の掃除，道路沿いの草刈り 

③目標（めざす姿） 

・高齢者が安心して生活できるような地域をつくる。 

・５年後の高齢者世帯における利用率８０％以上 

・利用者の満足度（アンケート結果）８０％以上 

①対象（だれに） 

 同左 

 

②手段（どのように） 

個人からの依頼はきているが，自治会からは廉価でも

有料での依頼は難しい。 

 

 

③目標（めざす姿） 

・現在の高齢者世帯の利用率は２０％，年度末までに３

０％以上，来年度中には５０％以上の見込み。 

・アンケートの満足度は７０％で概ね良好 

 

２ 事業実施

区域 

・既に実施済の地域   ○○市Ａ地区，Ｂ地区 

・拡充で実施する地域  ○○市Ｃ地区，Ｄ地区 

○○市Ｃ地区での事業は順調に進んでいるが，Ｄ地区

での事業は開始準備中。年度内には事業を開始できる見

込み。 

３ 実行体制

について 

① 団体におけるスタッフの体制 

常勤職員１名，ボランティア１０名で実施していた

が，新たに非常勤スタッフ１名，ボランティア５名を

増員する予定。 

② 市町村との連携等 

・○○市高齢福祉課から○○事業の業務委託 

・社会福祉協議会や民生委員と○○事業で連携 

③ 地域や他団体との連携・役割分担等 

・家族等が訪問される日と重ならないよう調整 

・高齢世帯がゴミ当番の日は，自治会長さんに確認 

④ その他 

 

① 団体におけるスタッフの体制 

１０月から非常勤スタッフを１名雇用した。ボランテ

ィアについては，鋭意募集中であるが，新規に１名確保

できたのみ。有償ボランティア化について検討が必要。 

② 市町村との連携等 

同左 

 

③ 地域や他団体との連携・役割分担等 

・個人情報ということで，地域との連携が難しい。 

・高齢世帯がゴミ当番の日は，教えてもらっている。 

④ その他 

 

４ 期待され

る成果 

① 県民や地域への効果 

地域の課題を県民で共有し，県民の関心を高め，

ボランティア活動への参加を促進 

② 現状や課題に対する効果 

多くの関係者で支援することで，取組を継続しや

すい環境を整備する効果がある。 

① 県民や地域への効果 

 Ｃ地区，Ｄ地区で取組を開始したことにより，地域で

の関心が少しずつ高まってきている。 

② 現状や課題に対する効果 

 Ｃ地区，Ｄ地区で取組を開始したばかりのため，地域

との連携強化を図り，継続した支援体制を構築していく。 

５ 団体運営

について 

① 資金確保に向けた取り組みについて 

家事支援については受益者から１回５００円程度

の利用料を負担していただくほか，社協や日赤等の

助成金の交付を申請するとともに，株式会社＊＊＊

から協賛金を貰える予定。 

① 資金確保に向けた取り組みについて 

 受益者から１回５００円では継続した運営が難しいた

め，１回１０００円程度にして，有償ボランティア化を

検討中。 

本年度は社協から助成金の交付を受けられたが，毎年

もらえるものではないため，他の財源も探す必要がある。 

 

（記入例） 

事業計画書（様式第 1－2 号）に記載した内容に沿って詳細に記入すること 


